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令和３年度 美希病院における退院患者疾病分類

感染症および寄生虫症

新生物＜腫瘍＞

血液および造血器の疾患ならびに免疫機構の障害

内分泌,栄養および代謝疾患

精神および行動の障害

神経系の疾患

眼および付属器の疾患

耳および乳様突起の疾患

循環器系の疾患
呼吸器系の疾患

消化器系の疾患

皮膚および皮下組織の疾患

筋骨格系および結合組織の疾患

尿路性器系の疾患

妊娠,分娩および産じょく<褥>

周産期に発生した病態

先天奇形,変形および染色体異常

症状,徴候および異常臨床所見・異常検査所見で他に分類されないもの

損傷,中毒およびその他の外因の影響

傷病および死亡の外因

健康状態に影響をおよぼす要因および保健サービスの利用

今

ま

で

循

環

器

科

医

と

し

て

主

に

救

急

診

療

に

携

わ

っ

て

き

ま

し

た

。

特

に

狭

心

症

や

急

性

心

筋

梗

塞

と

い

っ

た

虚

血

性

心

疾

患

に

対

す

る

カ

テ

ー

テ

ル

治

療

を

専

門

と

し

な

が

ら

心

不

全

治

療

や

不

整

脈

な

ど

の

循

環

器

一

般

診

療

と

そ

の

周

辺

の

生

活

習

慣

病

に

対

す

る

治

療

、

そ

の

他

一

般

内

科

の

診

療

を

続

け

て

き

ま

し

た

。

超

高

齢

化

が

進

む

中

で

循

環

器

疾

患

の

増

加

も

す

す

ん

で

い

ま

す

。

当

院

で

も

引

き

続

き

、

心

血

管

疾

患

の

診

察

お

よ

び

原

因

に

も

な

る

生

活

習

慣

病

の

診

察

に

も

積

極

的

に

対

応

し

て

い

ま

す

。

心

不

全

な

ど

の

急

性

期

加

療

の

体

制

を

導

入

し

、

症

状

増

悪

な

ど

の

際

に

は

急

性

期

病

棟

で

集

中

的

な

治

療

を

終

え

て

早

期

に

お

元

気

で

退

院

さ

れ

た

方

が

多

く

い

ら

っ

し

ゃ

い

ま

す

。

造

影C
T

やM
R
I

、

心

エ

コ

ー

な

ど

に

も

速

や

か

に

対

応

可

能

で

す

の

で

救

急

疾

患

に

も

広

く

対

応

し

、

全

て

の

画

像

に

対

し

て

放

射

線

専

門

医

に

よ

る

読

影

も

行

っ

て

い

ま

す

。

循

環

器

疾

患

だ

け

で

は

な

く

、

脳

梗

塞

や

下

肢

閉

塞

性

動

脈

硬

化

症

な

ど

の

全

身

動

脈

硬

化

疾

患

の

検

出

も

可

能

で

す

。

ま

た

、

当

院

は

土

日

も

診

療

日

で

す

の

で

、

お

時

間

が

限

ら

れ

て

い

る

方

の

生

活

習

慣

病

対

策

や

健

康

診

断

に

も

対

応

し

や

す

く

な

っ

て

い

ま

す

。

生

活

習

慣

病

対

策

と

し

て

、

外

来

で

の

栄

養

指

導

に

も

力

を

入

れ

て

い

ま

す

。

Hiroto izutu

近

年

は

医

療

の

細

分

化

が

進

ん

で

い

ま

す

が

、

医

療

ス

タ

ッ

フ

が

そ

れ

ぞ

れ

に

れ

に

連

携

を

と

り

な

が

ら

患

者

さ

ん

を

支

え

る

サ

ポ

ー

ト

チ

ー

ム

の

役

割

を

担

い

ま

す

。

病

気

の

治

療

が

終

わ

っ

た

後

に

も

再

発

を

防

止

す

る

た

め

に

適

切

な

ケ

ア

が

重

要

で

す

。

私

た

ち

は

患

者

さ

ん

個

人

に

合

わ

せ

た

サ

ポ

ー

ト

を

導

入

す

る

こ

と

を

大

切

に

し

て

い

ま

す

。
循環器系
の疾患

井筒 大人
「 令 和 4 年 4 月 よ り 美 希 病 院 に 着 任 し ま し た 。 」 循環器内科

放射線専門医による読影



理学療法
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ホルター心電図
血圧脈波測定（ABPM）
足関節上腕血圧比（ABI)

心エコー検査

（疾患別）リハビリテーション

尿検査による塩分摂取量調査
一般血液検査

― わたしたちにできること―

心に寄り添う

診療フロアMAP

調剤業務
薬剤管理・服薬指導

食事管理、栄養指導

下肢動脈ＣＴ

脳MRA

リ

ハ

ビ

リ

テ

ー

シ

ョ

ン

科

で

は

、

心

臓

の

機

能

に

異

常

が

生

じ

た

場

合

で

あ

っ

て

も

、

過

剰

な

安

静

に

よ

る

筋

肉

量

の

減

少

や

そ

れ

に

よ

っ

て

生

じ

る

息

切

れ

、

起

立

性

低

血

圧

等

の

悪

循

環

が

生

じ

な

い

よ

う

リ

ハ

ビ

リ

提

供

し

て

ま

い

り

ま

す

。

私

た

ち

は

、

高

齢

の

患

者

さ

ん

で

も

安

心

し

て

リ

ハ

ビ

リ

を

受

け

て

い

た

だ

く

こ

と

が

で

き

る

よ

う

サ

ポ

ー

ト

チ

ー

ム

の

一

員

と

し

て

機

能

訓

練

を

提

供

し

て

ま

い

り

ま

す

。

ま

た

、

循

環

器

専

門

医

の

も

と

チ

ー

ム

の

一

員

と

し

て

、

お

薬

が

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

さ

れ

た

状

態

に

お

い

て

、

症

状

や

基

準

に

準

じ

た

運

動

方

法

や

強

度

の

調

整

、

生

活

動

作

の

ア

ド

バ

イ

ス

等

を

行

っ

て

い

き

ま

す

。

高
橋
澄
枝

理学療法士
Physical TherapistSumie Takanashi



佐
々
木

優
果

薬剤師
Pharmacist

Yuka Sasaki

評価

美
希
病
院
で
は
院
内
薬
局
で
の
調
剤
業
務

だ
け
で
は
な
く
、
病
棟
で
の
薬
剤
管
理
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
。
薬
剤
師
が
患
者
さ
ん
の

ベ
ッ
ト
サ
イ
ド
に
行
き
、
入
退
院
時
の
既
往

歴
や
、
ア
レ
ル
ギ
ー
歴
、
副
作
用
歴
な
ど
の

聞
き
取
り
や
、
正
し
く
お
薬
を
使
用
し
て
い

る
か
確
認
を
行
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
が
安
全
に
お
薬
を
使
用
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
患
者
さ
ん
一
人
一
人

に
合
わ
せ
て
お
薬
を
使
い
や
す
く
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。

私
た
ち
は
、
医
師
や
看
護
師
、
栄
養
士
、
理

学
療
法
士
な
ど
多
職
種
と
連
携
し
て
、
そ
の

患
者
さ
ん
に
合
っ
た
お
薬
の
使
い
方
を
提
案

し
す
る
こ
と
で
、
安
心
・
安
全
に
お
薬
を
お

使
い
い
た
だ
け
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
、
よ
り

質
の
高
い
医
療
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

「生活習慣は全ての健康
管理の基本です。

だからー」

「塩分＊＊ｇ。摂取カロリー＊＊ｃａｌ ご飯＊＊ｇ水分制
限＊＊mlを目標に食生活を見直していきましょう。」

「心不全増悪予防のため、日常生活での塩分摂取量を評価。
患者さんに合わせた減塩方法を共に計画し、自宅でも食事管
理できるように支援します。」

服
薬

指
導

「抗凝固薬服用あり。出血傾向等、副作用に注意が
必 要です。利尿剤使用しているため電解質検査値に
注意し、適切な薬物療法を支援します。 」

「 体内に溜ま っ た水 を排出する ため注射の利尿剤が処
方されました。む くみが改善し 、利尿剤が経口に切替わ
り 、 降圧剤 、心保護剤が追加処方 。体重増加が無け
れば退院検討し、今後は外来で経過観察します 。 」

薬剤科：関

「適切な薬物療法が症
状の安定化にとても
有効です。

だから―」

看護師 千葉看護師 高橋

栄養科：熊谷

方向性：「多職種と連携しながら、家族の希望のもとに
13：30：36

体重の増加10Kg、労作時の

心を動かす私たちは―特集 Special Feature

Ｓ

Ｏ

Ｓ

Ｏ

ＡＡ

入院初日 18：31：32

「酸素を吸っていると苦しくなりま
した。」

呼吸苦は改善傾向。

座って食事を食べている。SPO297％
（酸素3Lカヌラ）

Ｐ 心拍出量低下の徴候や呼吸苦増悪
を観察。

体重 76.4ｋｇ
尿量 900ml

２日目 10：34：44

体重 73.4ｋｇ
尿量 1800ml

「足もっとパツパツだったけど、
膝が曲がるようになった！」

労作時の呼吸苦は軽減傾向。
胸部不快感無し

症状改善傾向。点滴台を
押して自力歩行可能。

Ｐ 引き続き症状を観察、水分制限さ
れているか観察。

患者さんが話すことＳ

Ｏ

Ａ

Ｐ

看護師が見たこと

経過と評価

治療方針

看

画

護

計

「トイレ行ってきま－す！」

栄
養

指
導



放

射

線

科

で

は

エ

コ

ー

、

レ

ン

ト

ゲ

ン

検

査

、

造

影C
T

やM
R
I

な

ど

幅

の

広

い

検

査

ツ

ー

ル

で

多

く

の

診

療

体

制

に

対

応

し

て

い

ま

す

。

循

環

器

診

療

に

あ

た

り

ま

し

て

は

、

主

訴

に

な

る

症

状

だ

け

で

は

な

く

、

多

く

の

慢

性

疾

患

を

抱

え

た

患

者

さ

ん

に

対

応

で

き

る

よ

う

に

、

放

射

線

科

専

門

医

に

よ

る

指

導

の

下

で

医

療

機

関

と

し

て

の

役

割

を

十

分

に

果

た

せ

る

よ

う

努

め

な

が

ら

人

材

育

成

も

進

め

て

い

ま

す

。

専

門

的

な

知

識

、

技

能

の

習

熟

と

共

に

、

私

た

ち

が

循

環

器

以

外

の

『

体

の

サ

イ

ン

』

を

見

抜

く

こ

と

に

よ

っ

て

、

隠

れ

た

問

題

点

を

探

し

出

し

、

患

者

さ

ん

の

ト

ー

タ

ル

サ

ポ

ー

ト

を

担

い

な

が

ら

医

療

の

質

を

上

げ

る

こ

と

を

目

指

し

て

い

ま

す

。

開
始

Treatment for
佐藤

多職種カンファレンス
早期退院できるように支援していく」

カンファレンス概要
入院 循環器内科
《入院時カンファレンス》
参加者
医師：井筒俊利 井筒大人
看護師：5名
薬剤科：佐々木
栄養科：佐藤
放射線科：中村
リハビリ科：千葉
検査科：千田
CE科：小野寺
地域連携室：大畑

病名：うっ血性心不全
患者状態：四肢むくみ、呼吸苦
療養先：自宅

呼吸苦あり、独歩にて入院

看護科

Ｓ

Ｏ

看護師 那須野

Ｓ

Ａ

3日目 10：10：04

「だいぶ良くなったよ。左足
ここまで上がるようになった。」

「もっと良くなりたい。」

酸素改善、浮腫も大幅に改善して
いる

酸素投与を終了

Ｐ 確かな内服を見守り、重要性を説
明する

体重 72.1kg
尿量 3100ml

主治医より、点滴終了、
膀胱カテーテル抜去、モニター中止
の指示あり。本人に説明し除去する
と笑顔が見られる

Ｏ

4日目 11：01：47

体重 69.5kg 看護師 佐藤

「足だいぶ小さくなったよ！」
「息苦しいのも無くなったし
だいぶいいね」

Ａ 急性期離脱に向けて観察

Ｐ 退院後の生活につき指導を行う

5日目 10：59：52

体重67.8kg

本日15時、家族と共に退院
栄養指導、服薬指導を受けて
いただく。
紹介医に診療経過のご報告

退院 15：33：57

家族と独歩で退院する。

看護師 三浦

血
性

心
不
全

う
っ

中
村

貴
浩

放射線技師
Radiologist

Takahiro nakamura



直通FAX 0197-56-6125
火曜日～土曜日 8：30～17：00

日曜日 8：30～12：30

〒029-4201
岩手県奥州市前沢古城丑沢上野100
TEL 0197-56-6111

地
域

医
療

連 携 室

Support

B L
Basic LIFE

S

。

心を動かす
医療人としての生きがいを磨く

B L S（一次救急処置） は、今で
は救命処置として医療従事者だけで
はな く 、 A E Dの使い方が幅広く知られ
ています。その中でも、私たちは医療
人として緊急時の救命処置を常に正
し く理解し、行動できるように定期的に
講習会を開催しています。
医療職だけではな く 、一般職員も受

講するこ とによって 『医療人』 としての
自覚と共に基本的処置の習熟を心が
けています。地道な活動の継続ではあ
りますが、地域の医療を守るこ とに繋が
ることを信じながら継続してまいります。


